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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
大
阪
市
南
部
地
区

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
上
級
編

日
時　

12
月
１
日
（
日
）　

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

会
場　

 

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
（
大
阪
市
北
区
梅
田
１
丁
目
12
番
12

号　

電
話
06
―
６
３
４
３
―
５
１
０
９
）

定
員　

90
人　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

 

井
上
雅
裕
氏
（
北
区
開
業
、
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
科
前
准
教
授
）

大
阪
市
北
部
地
区
・
大
阪
市
東
部
地
区
・
三
島
地
区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
注
意
点

日
時　

11
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

服
部
泰
彦
氏
（
三
井
生
命
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

共
済
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

相
続
対
策
と
保
険
医
年
金
の
上
手
な
受
け
取
り
方

日
時　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

講
師　

須
貝
昭
弘
氏
（
神
奈
川
県
川
崎
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

11
月
度
生
涯
研
修

子
ど
も
た
ち
を
う
蝕
・
不
正
咬
合
か
ら
守
る

日
時　

 

11
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
過
ぎ
に
Ｊ

Ｒ
百
舌
鳥
駅
で
解
散
後
、
懇
親
会

集
合　

南
海
本
線
「
堺
」
駅
前 

定
員　

20
人　
　

会
費　

無
料　

案
内
人　

堺
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

懇
親
会　

八
幡
そ
ば
（
参
加
費
：
実
費
）

コ
ー
ス　

 

南
海
本
線
「
堺
」
駅
〜
与
謝
野
晶
子
生
家
跡
〜
宿

院
頓
宮
〜
千
利
休
屋
敷
跡
〜
南
宗
寺
〜
自
転
車
博

物
館
〜
Ｊ
Ｒ
「
百
舌
鳥
」
駅

※
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す

堺
･
高
石
･
和
泉
地
区

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

㊤慰霊碑横に移設された弾
痕の残る橋脚の一部、㊦空
襲で焼けた「龍王大神」の
イチョウ　　　　　　　　

　

前
回
、
歯
科
技
工
士
の
異

常
な
長
時
間
労
働
・
低
収
入

の
実
態
を
見
た
。
厳
し
い
状

況
が
技
工
士
の
「
後
継
者
」

や
「
や
り
が
い
」
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

「
後
継
者
は
い
る
か
」
と

尋
ね
た
。「
い
な
い
」
が
80

・
９
％
、「
い
る
」
が
15
・

３
％
で
８
割
を
超
え
る
技
工

所
で
後
継
者
が
い
な
い
。

　

自
由
意
見
欄
に
は
、「
息

子
が
二
人
い
ま
す
が
、
こ
の

状
況
で
継
が
す
気
持
に
は
な

れ
ま
せ
ん
」「
お
先
真
っ

暗
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
現
状
の
厳
し
さ
や
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
将
来
に
悲

観
的
な
見
方
も
多
い
。

　

「
仕
事
へ
の
や
り
が
い
」

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
52
・

７
％
が
「
あ
る
」
と
回
答
、

過
半
数
を
超
え
た
。
や
り
が

い
の
内
容
に
つ

い
て
は
、「『
工

業
製
品
』
で
は

な
く
『
身
体
の

一
部
』
を
作
製

し
て
い
る
の
だ

と
心
掛
け
、
そ

こ
に
プ
ラ
イ
ド

を
か
け
て
仕
事

を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
」「
技
術
を
適
正

に
判
断
し
て
下
さ
る
得
意
先

の
仕
事
に
は
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
技

工
士
が
医
療
と
し
て
歯
科
技

工
に
携
わ
る
こ
と
や
作
製
し

た
技
工
物
を
適
正
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
「
や
り

が
い
は
あ
る
が
、
報
酬
が
伴

わ
な
い
」「
ド
ク
タ
ー
と
の

や
り
と
り
に
そ
れ
（
や
り
が

い
）
が
削
ら
れ
る
」
な
ど
の

歯
科
医
師
に
批
判
的
な
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
技
工
士
の
厳
し
さ
の
背

景
に
は
低
診
療
報
酬
が
あ

る
。
改
善
の
た
め
に
は
歯
科

医
師
と
歯
科
技
工
士
が
協
力

し
、
歯
科
技
工
に
か
か
る
低

評
価
の
改
善
や
今
後
の
歯
科

技
工
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の
歯

科
医
療
の
危
機
を
打
開
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

後
継
者「
い
な
い
」８
割

後
継
者「
い
な
い
」８
割

大
空
襲
伝
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

明日から使えるＸ線画像診断

「
息
子
に
継
が
す
気
に
な
れ
な
い
」の
声

12月度生涯研修抄録

適正な評価に　　
「やりがい」感じる

技工所アンケート報告②

歯科
崩壊
はい
ま

新淀川大橋新淀川大橋 長柄橋長柄橋

天神橋筋
六丁目
天神橋筋
六丁目

大阪大阪

中津中津

淀川淀川

十三十三

天満天満
梅
田
梅
田

扇
町
扇
町

慰霊碑慰霊碑

野崎公園野崎公園

龍王大神龍王大神

大
阪
市
北
区

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑫機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20

年
）
６
月
７
日
、
大
阪
市
東

北
部
を
中
心
に
第
３
次
大
阪

大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
。
米

軍
資
料
に
よ
る
と
４
０
９
機

の
Ｂ
29
と
１
３
８
機
の
Ｐ
51

　

歯
科
で
の
Ｘ
線
検
査
は
デ

ン
タ
ル
（
口
内
撮
影
法
）、

パ
ノ
ラ
マ
（
回
転
Ｘ
線
パ
ノ

ラ
マ
撮
影
法
）
が
主
流
で
、

他
医
療
分
野
に
は
な
い
独
自

の
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。
Ｘ

線
検
査
は
初
診
時
を
は
じ
め

と
し
て
、
歯
内
療
法
中
、
歯

内
・
歯
周
療
法
完
了
時
、
そ

し
て
必
要
に
応
じ
て
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
中
に
も
行
わ
れ
て
お

り
、
全
て
の
医
療
の
中
で
歯

科
は
Ｘ
線
検
査
の
頻
度
が
最

も
高
い
分
野
の
一
つ
と
思
わ

れ
る
。
Ｘ
線
検
査
の
必
要
性

と
有
用
性
は
会
員
の
皆
様
に

説
明
す
る
で
も
な
く
明
ら
か

で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、

撮
影
結
果
は
歯
も
し
く
は
歯

周
組
織
に
の
み
関
心
が
払
わ

れ
、
そ
こ
し
か
観
察
さ
れ
て

い
な
い
可
能
性
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
パ
ノ
ラ
マ

は
頭
蓋
底
か
ら
頸
部
ま
で
の

硬
組
織
や
軟
組
織
に
つ
い
て

非
常
に
多
く
の
情
報
を
も
た

ら
し
、
デ
ン
タ
ル
も
顎
骨
や

周
囲
の
軟
組
織
に
つ
い
て
情

報
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
画
像
か
ら
情
報

を
拾
い
出
し
て
、
見
慣
れ
な

い
透
過
像
や
不
透
過
像
に
気

づ
き
、
次
に
そ
れ
が
患
者
の

症
状
と
関
係
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
、
治
療
が
必
要
か
不

必
要
か
を
判
断
す
る
ま
で
の

画
像
診
断
が
日
常
臨
床
で
重

要
で
あ
る
。

　

今
回
、
デ
ン
タ
ル
や
パ
ノ

ラ
マ
を
中
心
と
し
て
、
日
常

の
画
像
診
断
を
効
果
的
に
実

施
で
き
る
こ
と
を
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
こ
れ
ら
検
査
法
の
簡
単

な
原
理
、
質
の
良
い
画
像
を

得
る
た
め
の
撮
影
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
画
像
の
解
剖
か
ら
始
め

て
、
パ
ノ
ラ
マ
で
の
ア
ー
チ

フ
ァ
ク
ト（
偽
像
）の
解
釈
、

撮
影
原
理
に
由
来
し
て
見
落

と
さ
れ
や
す
い
病
変
、
デ
ン

タ
ル
と
あ
わ
せ
た
偏
心
投
影

法
の
応
用
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
と
比

べ
た
長
所
や
短
所
と
い
っ
た

検
査
法
の
特
色
を
解
説
す

る
。次
い
で
、顎
骨
や
軟
組
織

に
写
り
こ
ん
で
き
た
不
透
過

像
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
が
治

療
の
対
象
と
な
る
の
か
ど
う

か
を
重
視
し
た
判
別
方
法
、

そ
し
て
希
で
は
あ
る
が
患
者

の
生
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重

大
な
疾
患
の
検
出
に
つ
な
が

る
読
影
法
の
手
が
か
り
な
ど

を
提
示
し
て
ゆ
き
た
い
。

▽
日
時
：
12
月
８
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
１
時
▽
会

場
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
▽
定
員
：

１
０
０
人
▽
会
費
：
会
員
３

千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

大
き
な
ビ
ル
も
な
く
、
長
柄

橋
の
下
は
恰
好
の
避
難
場
所

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
そ
こ
に
１
㌧
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
橋
の
半
幅
が
落
橋
。

さ
ら
に
機
銃
掃
射
が
あ
り
、

約
４
０
０
人
が
死
亡
し
た
。

橋
脚
に
残
さ
れ
た
弾
痕
は
、

阪
事
務
所
、
大
阪
市
議
会
な

ど
に
陳
情
し
て
い
た
。
市
の

土
木
局
は
「
治
水
上
、
現
地

保
存
で
き
な
い
」
と
し
て
、

１
㍍
四
方
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
だ
け
が
「
生
き
証
人
」
と

し
て
慰
霊
の
観
音
像
の
隣
り

に
移
設
さ
れ
た
。

　

街
中
を
車
で
走
っ
て
い
る

と
「
な
ん
で
？
」
と
不
思
議

に
思
う
光
景
が
あ
る
。
北
区

の
神
山
の
交
差
点
を
南
へ
野

崎
公
園
の
西
側
あ
た
り
、
西

天
満
ま
で
の
間
に
イ
チ
ョ
ウ

の
大
木
が
あ
り
、
そ
れ
を
避

け
る
よ
う
に
道
路
が
左
右
に

り
、
81
年
９
月
「
旧
長
柄
橋

の
空
襲
跡
の
保
存
を
求
め
る

連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
、
大

阪
市
土
木
局
や
近
畿
地
建
大

戦
後
も
「
目

に
見
え
る
」

戦
争
の
傷
跡

と
し
て
貴
重

な
も
の
だ
っ

た
。

　

新
し
い
橋

に
造
り
な
お

す
こ
と
に
な

分
か
れ
て
い
る
。
よ
く
見
る

と
「
龍
王
大
神
」
と
書
か
れ

た
祠
や
朱
色
の
鳥
居
も
あ

り
、
こ
れ
が
神
社
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
戦
災
復
興
の

区
画
整
理
や
道
路
拡
幅
で
伐

採
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の

人
た
ち
が
こ
と
ご
と
く
変
死

し
て
伐
採
は
中
止
さ
れ
、
ヘ

ビ
の
神
様
で
あ
る
龍
王
大
神

を
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
昔
か
ら
「
巳
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
、
イ
チ
ョ
ウ
は

空
襲
で
焼
け
た
も
の
の
再
び

息
を
吹
き
返
し
、
今
も
健
在

だ
。 
（
つ
づ
く
）

ム
ス
タ
ン
グ
に
よ
る
空
襲
だ

っ
た
。
１
万
人
近
い
死
傷
者

と
６
万
戸
の
被
災
家
屋
を
出

し
、
20
万
人
を
超
え
る
人
々

が
家
を
失
っ
た
。

　

爆
撃
と
火
災
か
ら
の
が
れ

る
た
め
大
勢
の
人
が
淀
川
河

川
敷
へ
避
難
し
た
。
当
時
は

高橋　章（徳島大学病院歯科口腔外科）

後継者はいますか

いる
15.3％
いる
15.3％

その他 2.3％その他 2.3％
無回答 1.5％無回答 1.5％

いない
80.9％
いない
80.9％

日
時　

11
月
９
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

チ
サ
ン
イ
ン
江
坂
ホ
テ
ル
10
階
（
地
下
鉄
「
江
坂
」

駅
徒
歩
７
分
）

  　

※
ホ
テ
ル
駐
車
場
は
無
料

講
師　

佐
飛
淳
一
税
理
士

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

北
大
阪
地
区
講
習
会

い
ま
ど
き
の
税
務
調
査
、学
ぶ
の
は
今
で
し
ょ
！

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
に
も
要
注
意

新
国
税
通
則
法
施
行
か
ら
10
カ
月
、最
近
の
税
務
調
査
と
雇
用
管
理
対
策
に
も
触
れ
て


